
People connecting the "town" to the "people”

　コンセプトは「小さな農家の応援隊」。旬の野菜や果物、そ
れらを使った加工品、健康的なお弁当、自家製のスムージー
など体にやさしい商品が集まる農産物直売所は、農家の方、
お客様、そして働くスタッフみんなが笑顔になれる“三方よし”
のお店をモットーに営業しています。那覇からも北部からもア
クセスしやすい立地に位置するため地元住民も観光客も利用
しやすく、毎日300人以上の人が訪れます。第32回宜野湾市
産業まつりはハッピーモアで開催され、大盛況。「これからも
市と絡んだイベントを積極的に行い、宜野湾のおいしいもの
や魅力的なものを県内外の方たちにもっと知ってもらいたいで
す」とマネージャーの大湾さんは話します。

サスティナブルなまちづくりに欠かせない、そこで暮らす人や働く人。
そんな市を代表する様々なジャンルの人物にスポットを当て、市に尽力する活動や市に対する想い、
魅力を語って頂きました。
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ハッピーモア市場

大湾 絵梨子さん
　約1300坪の広大な敷地で、沖縄の行事料理には欠かせない
ターンム（田芋）とレンコンを自然栽培する宮城さんは、生まれ
も育ちも宜野湾市。大学卒業後は本土で就職したものの、メン
タル不調に陥り、退職。沖縄に戻り、先祖代々続く畑仕事を手伝
うように。その時に気づいたのは、昔は水田の中に生息していた
はずの野生生物が減少していることでした。その頃農薬が原因
で体調に異変を感じた宮城さんは、農薬や化学肥料を使わない
自然栽培に切り替えることに。それから20年。最近では、収穫し
た農作物はパウダーや麺などに加工する6次産業にも力を入れ
ています。そして宮城さんの願いは「沖縄の中でも有数の水量
を誇るこの場所の湧き水を後世に継承していくこと」。

サンキューファーム

宮城 優さん
　ぎのわんヒルズ通り会は20年の活動休止を経て、平成27
年に活動を再開。県道81号線に面する店舗や歯科、不動産会
社、お寺など、様々な業種からの会員で構成されています。
個店では解決できない問題を組織として対応し、共に力を合
わせてイベントの開催や環境づくりに取り組んでいます。コロ
ナ禍には、売り上げに悩む飲食店のためにテイクアウトやテラ
ス営業のための道路占用許可基準を緩和。衰退しない仕組み
づくりを積極的に行います。「目下の目標は、普天満宮・神宮
寺前に整備予定の「門前ひろば」にてヒルズ祭りを開催するこ
と。通り会の店舗を出店し、参拝客や若者、老若男女問わず
足を運んでもらえたら地域の活性化に繋がりますね」

ぎのわんヒルズ通り会

仲村 高志さん
　市から委託・設置されている「地域包括支援センター」は高
齢者の何でも相談窓口。65歳以上の方を対象とし、福祉、介護、
医療、健康など、問題に応じて適切なサービスや機関、制度
の利用に繋げます。センター長の金城さんは生まれも育ちも
宜野湾市。「皆さんが住み慣れた街で安心して暮らしていける
ようにさまざまな面から支援させていただいています」と話し
ます。今後の課題は、移動手段のない高齢者が徒歩で通える
範囲に“ゆんたく” できる「集う場」を作っていくこと。地元の
企業と協力しながら、認知症カフェも増やしていきたいそうで
す。「私たち全員がいずれ歳をとるので、若者世代から地域に
関わっていく流れが作れたら良いですね。」

地域包括支援センターぎのわん　

金城 敬さん
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